
　

　

日
本
で
も
、
都
市
再
開
発
、
建
築
、
空

間
デ
ザ
イ
ン
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
分
野

で
活
用
さ
れ
て
い
る〈
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
〉

の
概
念
は
、
本
書
を
通
し
て
広
ま
っ
た
。

　

個
人
の
生
活
は
、
第
一
に
家
庭
、
第
二

に
報
酬
を
伴
う
生
産
的
な
場
、
第
三
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
の
三
つ
の
場
所
に
支
え
ら

れ
て
い
る
と
き
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

る
。
本
書
の
著
者
で
都
市
社
会
学
者
の
オ

ル
デ
ン
バ
ー
グ
が
、
高
度
経
済
成
長
―
―

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
式
の
商
店
街
、
自

動
車
依
存
型
の
郊
外
住
宅
、
娯
楽
と
し
て

の
消
費
生
活
―
―
を
経
た
ア
メ
リ
カ
の
社

会
と
人
々
の
孤
独
の
問
題
を
批
評
し
つ

つ
、
人
間
ら
し
い
生
活
を
取
り
戻
す
た
め

の
「
第サ

ー
ド
プ
レ
イ
ス

三
の
場
所
」
と
し
て
着
目
す
る
の

は
、
人
々
が
気
楽
に
集
ま
り
く
つ
ろ
げ
る

「
と
び
き
り
居
心
地
の
よ
い
場
所
（The 

Great Good Place 

）」（
原
書
タ
イ
ト
ル
）、

（１） パ ブ リ ッ シ ャ ー ズ ・ レ ビ ュ ー2013 年（平成 25 年）9 月15日 第 18 号

No. 8　 2013 秋　　　　（表示価格は消費税込です）

113-0033 東京都文京区本郷 5-32-21　tel. 03-3814-0131　http://www.msz.co.jp

の 本 棚
［無料送付］

マ
イ
ク
・
モ
ラ
ス
キ
ー

居酒屋、カフェ、本屋、図書館…
インフォーマルな公共空間

レイ・オルデンバーグ

《サードプレイス》
忠平美幸訳

有
機
的
な
場
所
の
み
が
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

に
な
り
う
る
と
論
じ
て
い
る
。
射
程
は
あ

く
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
社
会
に
あ
り
、
と
く

に
車
・
郊
外
化
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

や
チ
ェ
ー
ン
店
な
ど
が
も
た
ら
し
た
多
く

の
社
会
問
題
に
対
し
て
き
わ
め
て
批
判
的

で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
ホ
ッ
パ
ー
が
描
い
て

き
た
ア
メ
リ
カ
を
連
想
さ
せ
ら
れ
る
（
た

だ
し
、
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
は
戦
後
の
郊
外

生
活
の
普
及
に
問
題
の
要
因
を
見
出
し
て

お
り
、「
古
き
良
き
時
代
」
を
前
提
と
し
て

い
る
が
、
ホ
ッ
パ
ー
は
そ
の
よ
う
な
ロ
マ

ン
チ
シ
ズ
ム
や
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
一
切
感

じ
さ
せ
な
い
、
さ
ら
に
冷
徹
な
目
で
ア
メ

リ
カ
を
描
い
て
い
る
）。

　

オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
は
社
会
学
者
だ
が
、

本
書
は
決
し
て
硬
い
学
術
書
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
一
般
読
者
向
け
に
書
か
れ
て
お

り
、
行
間
か
ら
著
者
自
身
の
感
情
が
よ
く

伝
わ
っ
て
く
る
。
三
部
構
成
の
第
一
部
で

は
、〈
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
〉
と
い
う
概
念

を
多
視
点
か
ら
紹
介
し
て
い
る
が
、
単
な

る
抽
象
論
に
陥
る
こ
と
は
な
い
。
第
二
部

で
は
フ
ラ
ン
ス
の
カ
フ
ェ
や
、
イ
ギ
リ
ス

の
パ
ブ
な
ど
、
六
つ
の
事
例
に
一
章
ず
つ

割
き
、〈
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
〉
の
機
能
や

貢
献
を
よ
り
具
体
的
に
検
証
し
て
い
る
。

第
三
部
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
〈
サ

ー
ド
プ
レ
イ
ス
〉
の
欠
如
が
、
ど
の
よ
う

な
社
会
問
題
を
生
み
出
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
考
察
し
な
が
ら
、
解
決
の
糸
口
を
探

っ
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
数
々
の
事
例
に
お
い
て
、

オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
は
欧
米
以
外
の
社
会
に

ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
日
本
の
都
市
空
間

の
変
容
ぶ
り
を
把
握
す
る
の
に
示
唆
的
な

洞
察
が
散
在
し
て
い
る
。
ま
ず
、〈
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
〉
と
い
う
概
念
は
、
い
ま
の

日
本
の
日
常
生
活
を
考
え
る
上
で
ど
れ
ほ

ど
の
有
用
性
を
も
つ
か
、
何
が
見
え
て
く

る
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
バ
ブ
ル
経
済
以

降
日
本
が
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
は
ど
れ

ほ
ど
、
そ
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
ア

メ
リ
カ
社
会
と
共
通
し
て
お
り
、
日
本
に

は
独
自
の
〈
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
〉
が
い
ま

も
存
在
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
で

は
直
接
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
に
、
読
み

な
が
ら
日
本
社
会
お
よ
び
そ
の
飲
食
文
化

を
見
直
す
よ
う
に
促
さ
れ
て
し
ま
う
。

   
（M

ichael M
olasky　

日
本
文
化
研

　

 
究
・
音
楽
社
会
学   

一
橋
大
学
教
授
）

　

米
国
内
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
で
は
、

ソ
フ
ァ
を
置
い
て
い
る
支
店
は
少
な
く

な
い
。
思
え
ば
、
チ
ェ
ー
ン
の
飲
食
店

に
し
て
は
か
な
り
異
様
な
発
想
で
あ

る
。
ま
ず
、
ソ
フ
ァ
に
は
二
、
三
人
し

か
座
れ
な
い
の
に
、
店
内
の
面
積
を
か

な
り
占
有
す
る
の
で
効
率
が
悪
い
は
ず

だ
。
ま
た
、
す
で
に
知
ら
な
い
客
が
ひ

と
り
座
っ
て
い
る
と
、
い
く
ら
共
有
さ

れ
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
あ
れ
、
な
か

な
か
腰
を
か
け
る
気
が
起
き
な
い
だ
ろ

う
。
距
離
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
仮

に
隣
り
合
わ
せ
の
テ
ー
ブ
ル
で
同
じ
く

ら
い
離
れ
て
座
っ
て
い
た
ら
気
に
な
ら

な
い
の
に
、
ソ
フ
ァ
だ
か
ら
遠
慮
し
た

く
な
る
。
そ
も
そ
も
ソ
フ
ァ
と
い
う
の

は
家
で
く
つ
ろ
ぐ
た
め
の
家
具
で
あ

り
、
営
利
目
的
の
公
共
空
間
で
は
ど
う

し
て
も
場
違
い
の
感
が
す
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
よ
う
に
公

的
／
私
的
、
そ
し
て
営
利
的
／
非
営
利

的
空
間
の
差
異
を
曖
昧
に
す
る
こ
と
こ

そ
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
し
た
た
か
な
営

業
作
戦
だ
と
理
解
で
き
る
。
店
な
の
に
、

い
わ
ゆ
る「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
」な
雰
囲
気
を

醸
し
出
す
、
ソ
フ
ァ
の
よ
う
な
効
率
主
義

に
反
す
る
家
具
を
置
く
こ
と
で
逆
説
的
に

効
果
を
上
げ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
ス
タ
ー
バ

ッ
ク
ス
の
成
功
を
理
解
す
る
の
に
、
エ
ド

ワ
ー
ド
・
ホ
ッ
パ
ー
の
代
表
作
《
ナ
イ
ト

ホ
ー
ク
ス
》
を
思
い
起
こ
せ
ば
よ
い
。
ホ

ッ
パ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
荒
涼
と
し
た
社
会

風
景
、
そ
し
て
孤
独
な
人
々
の
姿
を
描

く
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、《
ナ
イ
ト

ホ
ー
ク
ス
》
で
は
、
深
夜
の"diner"

が

描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
四
〇
年

代
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、"diner"

は

"coffeeshop"

と
ほ
ぼ
類
義
語
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
つ
ま

り
、
こ
の
よ
う
な
殺
風
景
な
飲
食
空
間
が

ア
メ
リ
カ
の
喫
茶
店
「
文
化
」
を
代
表
す

る
か
ら
こ
そ
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が
ア
メ

リ
カ
社
会
で
革
新
的
な
存
在
と
見
な
さ
れ

た
わ
け
で
あ
る
。

　

レ
イ
・
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
の
『
サ
ー
ド

プ
レ
イ
ス
』
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
う
い

っ
た
荒
涼
と
し
た
都
市
空
間
お
よ
び
乏
し

い
飲
食
文
化
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
学

ぶ
べ
き
反
例
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
第
二

次
大
戦
以
前
の
ア
メ
リ
カ
で
見
ら
れ
る
地

元
に
根
付
い
た
、
小
ぢ
ん
ま
り
し
た
人
間

中
心
の
社
交
の
場
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
場
を
総
じ
て"The Third Place"

と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

"third place"

は
都
市
社
会
学
に
由
来

す
る
概
念
で
、日
本
語
で
は
〈
第
三
の
場
〉

や
〈
第
三
空
間
〉
と
訳
さ
れ
る
。
オ
ル
デ

ン
バ
ー
グ
は〈
第
一
の
場
〉を
家（
家
庭
）、

〈
第
二
の
場
〉を
職
場（
労
働
環
境
）と
し
、

そ
の
間
に
あ
っ
て
中
立
的
、
匿
名
の
人
と

し
て
も
楽
し
く
過
ご
せ
る
地
元
の
集
い
の

場
の
こ
と
を〈
第
三
の
場
〉と
呼
ん
で
い
る
。

と
り
た
て
て
行
く
必
要
は
な
い
が
、
常
連

客
に
と
っ
て
非
常
に
居
心
地
が
よ
く
、
そ

れ
ゆ
え
に
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
場
所
。

会
員
制
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
予
約
な
ど

す
る
よ
う
な
場
所
で
も
な
い
。
い
つ
で
も

ひ
と
り
で
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
、
店
主

や
ほ
か
の
常
連
客
に
歓
迎
さ
れ
る
。
そ
し

て
帰
り
た
い
と
思
っ
た
ら
、
い
つ
で
も
帰

れ
ば
よ
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
家
庭
と
も

職
場
と
も
著
し
く
違
う
。
た
だ
し
、
家
庭

と
は
異
な
る
も
の
の
、「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
」

な
気
持
ち
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
〈
第
三
の

場
〉
の
大
き
な
魅
力
で
あ
る
。
ス
タ
ー
バ

ッ
ク
ス
も
そ
れ
に
気
づ
い
て
い
た
わ
け
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
は
そ
の
よ

う
な
い
わ
ば
「
演
出
さ
れ
た
」
場
所
で
は

な
く
、
地
元
社
会
に
深
く
根
付
い
て
い
る

ず
ば
り
地
元
の
飲
食
店
だ
。

　
〈
サ
ー
ド
プ
イ
レ
ス
〉
の
特
徴
を
紹
介

し
よ
う
。
一
、
自
由
に
出
入
り
で
き
、
誰

も
接
待
役
を
引
き
受
け
ず
に
済
む
、〈
中

立
の
領
域
〉
で
あ
る
。
一
、地
位
や
身
分
、

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
誰
で
も
受
け
入
れ
る

〈
平
等
化
の
機
能
〉
を
も
つ
。
一
、〈
会
話

が
主
な
活
動
〉
で
人
柄
の
魅
力
や
雰
囲
気

こ
そ
が
も
の
を
い
う
。
一
、
い
つ
訪
れ
て

も
〈
常
連
〉
が
い
て
、
新
参
者
と
常
連
の

交
流
が
店
に
活
力
を
与
え
て
い
る
。
一
、

〈
地
味
で
慎
ま
し
い
外
観
〉etc.

。
社
会

学
の
知
見
を
生
か
し
た
実
感
を
伴
う
洞
察

は
、
読
ん
で
頷
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
〈
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
〉
と
文
化
や
政
治
の

関
係
も
論
じ
ら
れ
る
。
活
気
の
あ
る
都
市

に
は
、
必
ず
独
特
の
雰
囲
気
を
放
つ
飲
食

店
が
あ
る
。
そ
の
国
の
文
化
風
土
を
醸
成

す
る
場
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ

し
て
見
知
ら
ぬ
人
と
会
話
を
交
わ
す
そ
の

「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
公
共
空
間
」
で
は
民

主
主
義
の
精
神
が
育
ま
れ
て
い
る
。　

　

社
会
が
成
熟
期
を
迎
え
た
日
本
の
社
会

に
お
い
て
、
そ
し
て
大
震
災
の
後
、
私
た

ち
は
身
近
な
人
や
地
域
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
再
び
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
場
所
、
地
元
と
自

分
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
一
書

だ
。［
都
市
論
／
建
築
／
商
業
デ
ザ
イ
ン

／
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
］【
十
月
下
旬
刊
】

　
（
四
六
判
・
480
頁
・
予
価
四
二
〇
〇
円
）
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み
す
ず
書
房
新
刊
（

2013
・
４
～
８
）

こ
こ
ろ
が
脳
科
学
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
今

日
、
こ
こ
ろ
の
専
門
家
に
求
め
ら
れ
る
「
全
体
の
科

学
」
の
視
点
と
は
。
シ
リ
ー
ズ
完
結
。
三
九
九
〇
円

ナ
チ
の
迫
る
な
か
「
共
同
で
哲
学
す
る
運
命
」を
生

き
た
二
人
の
軌
跡
、
著
作
成
立
の
過
程
。
最
高
の
哲

学
的
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。
野
村
修
訳
　
各
三
七
八
〇
円

ウ
ォ
ル
ド
バ
ウ
ア
ー　

奇
想
天
外
な
護
身
術
を
繰
り

出
す
昆
虫
と
、
出
し
抜
こ
う
と
す
る
捕
食
者
。
そ
の

驚
異
の
生
態
に
迫
る
。
中
里
京
子
訳
　
三
五
七
〇
円

カ
ッ
チ
ャ
ー
リ　

帝
国
の
没
落
、
故
郷
か
ら
の
離

別
。〈
主
体
の
死
後
〉を
生
き
た
芸
術
家
た
ち
へ
の
哀

悼
劇
。
上
村
忠
男
訳
　
田
中
純
解
説　

四
二
〇
〇
円

ソ
ロ
ー
ヴ
　
法
律
、
哲
学
、
心
理
学
、
社
会
学
に
よ

る
概
念
を
批
判
的
に
検
討
。
多
様
な
視
角
か
ら
最
新

の
理
論
を
提
示
す
る
。
大
谷
卓
史
訳
　
四
八
三
〇
円

多
木
浩
二　
『
オ
リ
ン
ピ
ア
』『
プ
ロ
ヴ
ォ
ー
ク
』
か

ら
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
ま
で
。
著
者
の
思
想
の
精
髄
を
う
つ

す
映
像
文
化
論
講
義
。
今
福
龍
太
編　

二
九
四
〇
円

ゴ
ー
ド
ン　

シ
ン
ガ
ー
ミ
シ
ン
の
席
巻
、
モ
ン
ペ
を

生
ん
だ
大
戦
、
60
年
代
の
中
流
意
識
の
膨
張
。
消
費

者
側
か
ら
の
歴
史
。
大
島
か
お
り
訳
　
三
五
七
〇
円

ク
ラ
イ
ス
ト　

初
演
か
ら
二
百
年
、
新
た
な
読
み
の

可
能
性
を
広
げ
、
豊
か
に
展
開
し
て
き
た
古
び
る
こ

と
の
な
い
古
典
喜
劇
。
山
下
純
照
訳
　
二
九
四
〇
円

東
京
・

文
京
・

本
郷
５

℡
〇
三
―
三
八
一
四
―
〇
一
三
一

（
価
格
は
税
込
で
す
）

長
田
弘　

物
言
わ
ぬ
も
の
ら
の
声
が
言
葉
と
な
り
記

さ
れ
た
、
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
読
み
た
い
三
〇
篇
。

新
境
地
を
ひ
ら
く
、
詩
人
の
代
表
作
。
一
八
九
〇
円

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン   

ア
メ
リ
カ
詩
の
始
ま
り
を
告
げ
る

世
紀
の
傑
作
、コ
ン
パ
ク
ト
な
初
版
（
一
八
五
五
年
）

に
よ
る
初
の
訳
詩
集
。
富
山
英
俊
訳
　
二
九
四
〇
円

宮
田
昇　

出
版
界
で
生
き
て
き
た
著
者
が
、
今
度
は

本
好
き
の
一
市
民
と
し
て
発
見
し
た
街
の
図
書
館
の

変
貌
、
本
と
人
を
繋
ぐ
豊
富
な
逸
話
。
二
三
一
〇
円

チ
ェ
ン　

好
評
『
テ
ィ
エ
ン
イ
の
物
語
』
の
フ
ラ
ン

ス
作
家
が
、
始
皇
帝
暗
殺
を
め
ぐ
る
男
女
三
人
の
愛

を
歌
う
感
動
の
詩
小
説
。
辻
由
美
訳
　
二
九
四
〇
円

池
内
紀
　
国
が
消
え
る
と
は
ど
う
い
う
事
態
か
。
カ

ン
ト
の
生
誕
の
国
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
の
砦
へ
、
過
去
を

尋
ね
、
未
来
を
探
る
紀
行
記
の
名
品
。
二
九
四
〇
円

ネ
イ
ラ
ー
　
い
か
に
実
用
品
に
「
美
」
を
盛
り
込
む

か
。
プ
レ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
期
最
大
の
工
芸
デ
ザ
イ
ン
運

動
の
全
貌
。
川
端
康
雄
・
菅
靖
子
訳　

五
〇
四
〇
円

中
井
久
夫　

臨
床
経
験
を
描
い
た
４
篇
は
じ
め
、
昭

和
天
皇
逝
去
に
あ
た
っ
て
書
い
た
表
題
作
、
い
じ
め

に
つ
い
て
な
ど
久
々
の
エ
ッ
セ
イ
集
。
三
一
五
〇
円

岡
照
雄   

王
政
復
古
に
ペ
ス
ト
や
ロ
ン
ド
ン
大
火
ま

で
。
十
七
世
紀
英
国
の
激
動
を
自
在
に
生
き
た
能
吏

の
言
行
を
描
く
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
傑
作
。
三
九
九
〇
円

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー　

本
巻
は
フ
ィ
ヒ
テ
、シ
ェ
リ
ン
グ
、

ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
他
。
大
哲
学
史

５
冊
完
結
。
須
田
・
宮
武
・
村
岡
訳
　
八
四
〇
〇
円

ガ
ワ
ン
デ
　
手
洗
い
の
徹
底
で
院
内
感
染
は
ゼ
ロ
に

で
き
る
か
？　

現
役
外
科
医
が
人
間
の
豊
か
な
発
想

力
と
可
能
性
を
描
く
。
原
井
宏
明
訳
　
三
三
六
〇
円

オ
ラ
ン
デ
ー
ル
＝
ラ
フ
ォ
ン　

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

を
生
き
の
び
た
そ
の
後
の
人
生
。
死
者
の
記
憶
と
共

に
伝
え
る
、
生
の
輝
き
。
高
橋
啓
訳
　
二
九
四
〇
円

高
校
図
書
館
の
今
、そ
し
て
問
題
点

四
つ
の
小
さ
な
パ
ン
切
れ

「
全
体
の
科
学
」の
た
め
に

 

笠
原
嘉
臨
床
論
集

ナ
イ
ワ
ー
ト
　
一
九
四
二
年
、
強
制
収
容
は
行
わ
れ

た
。
理
不
尽
な
偏
見
と
差
別
に
誇
り
を
持
ち
挑
ん
だ

日
系
人
の
記
録
。
ラ
ッ
セ
ル
秀
子
訳　

四
二
〇
〇
円

東
南
ア
ジ
ア
奥
地
の
国
家
な
き
民
族
誌

オ
ッ
ト
ー
・
ラ
ン
ク

細
澤
・
安
立
・
大
塚
訳

　

精
神
分
析
の
歴
史
に
お
い
て
、

オ
ッ
ト
ー
・
ラ
ン
ク
の
名
は
〈
逸

脱
者
〉と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

精
神
分
析
の
開
祖
フ
ロ
イ
ト
は
、

神
経
症
的
あ
る
い
は
精
神
病
的
な

不
安
の
根
源
を
「
エ
デ
ィ
プ
ス
コ

　

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
奥
地
に
広
が

る
熱
帯
の
高
地
、
ゾ
ミ
ア
。
急
峻

な
谷
が
外
部
か
ら
の
侵
入
を
阻
む

こ
の
地
域
に
は
、
モ
ン
、
ア
カ
、
チ

ン
、
カ
レ
ン
と
い
っ
た
少
数
民
族

が
独
自
の
文
化
を
築
い
て
き
た
。

彼
ら
は
な
ぜ
こ
の
辺
鄙
な
山
中
に

定
着
し
た
の
だ
ろ
う
か
？　

   

ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
政
治
学

者
で
あ
り
人
類
学
者
で
も
あ
る
著

者
ス
コ
ッ
ト
は
、
彼
ら
の
生
業
・

文
化
は
《
国
家
か
ら
の
逃
避
》
を

目
指
し
た
結
果
だ
、
と
い
う
大
胆

な
仮
説
を
展
開
す
る
。
平
野
の
稲

作
国
家
に
よ
る
束
縛
を
嫌
っ
て
、

焼
畑
、
口
承
民
話
、
親
族
関
係
と

い
っ
た
文
化
装
置
を
発
達
さ
せ
て

き
た
と
い
う
の
だ
。
後
進
的
と
み

ら
れ
て
き
た
少
数
民
族
の
文
化
に

権
力
か
ら
の
自
律
戦
略
を
見
い
だ

し
、
東
南
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
全

世
界
の
事
例
を
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

で
描
い
た
、
脱
国
家
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
。

［
世
界
史
・
人
類
学
］【
十
月
上
旬
刊
】

（
Ａ
５
456
頁
・
予
価
六
三
〇
〇
円
）

   

司
書
の
キ
ャ
リ
ア
三
〇
年
と
い

う
著
者
が
、
北
海
道
の
三
つ
の
高

校
で
の
経
験
を
熱
く
語
る
好
レ
ポ

ー
ト
―
―
日
々
の
模
索
、
発
見
、

具
体
的
な
活
動
と
収
穫
、
抱
負
。

　

大
人
に
な
る
一
歩
手
前
の
高
校

生
に
と
っ
て
、
司
書
の
ニ
ー
ズ
は

切
実
だ
―
―
個
々
の
生
徒
の
事
情

に
耳
を
傾
け
、
彼
ら
の
希
望
や
探

究
心
と
館
内
の
蔵
書
・
資
料
を
つ

な
げ
、
さ
ら
に
、
授
業
内
容
に
か

ん
し
て
教
師
た
ち
と
図
書
館
を
つ

   
手
作
り
の
望
遠
鏡
が
世
界
観
を

揺
る
が
し
た
ガ
リ
レ
オ
の
時
代
も

い
ま
は
昔
。
冷
戦
以
降
の
宇
宙
探

査
は
莫
大
な
研
究
費
を
投
じ
て
お

こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宇
宙

の
新
発
見
は
選
ば
れ
た
プ
ロ
集
団

だ
け
が
利
用
で
き
る
巨
大
望
遠
鏡

や
宇
宙
望
遠
鏡
の
専
売
特
許
の
よ

う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
本
当

に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
？

　

新
刊
の
『
ス
タ
ー
ゲ
イ
ザ
ー
』

は
、
自
前
の
望
遠
鏡
を
用
い
て
宇

宙
を
探
る
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家

（
ス
タ
ー
ゲ
イ
ザ
ー
）
た
ち
の
知

的
冒
険
を
語
る
、
科
学
読
み
物
の

珠
玉
作
。
太
陽
系
内
の
惑
星
を
中

心
に
さ
ま
ざ
ま
な
天
体
の
科
学
像

を
巡
り
な
が
ら
、
そ
の
解
明
に
貢

献
し
た
幾
多
の
ア
マ
チ
ュ
ア
観
測

家
の
仕
事
ぶ
り
に
光
を
当
て
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ

ラ
の
登
場
以
降
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の

観
測
活
動
の
重
要
性
が
増
し
て
い

る
と
い
う
。
独
創
的
な
観
測
術
を

も
つ
在
野
の
天
体
家
た
ち
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
興
味
深
い
。

　

天
体
観
測
の
素
晴
ら
し
さ
を
、

天
文
フ
ァ
ン
で
は
な
い
人
に
ま
で

伝
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
本

書
の
よ
う
な
本
は
、
じ
つ
は
数
少

な
い
。
ス
タ
ー
ゲ
イ
ザ
ー
た
ち
に

誘
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
読
者

は
、
き
っ
と
自
分
の
目
で
も
星
を

眺
め
た
く
な
る
だ
ろ
う
。「
こ
ち
ら

も
い
つ
ま
で
も
読
ん
で
い
た
く
な

る
よ
う
な
、
素
敵
な
本
だ
っ
た
」。

（
森
山
和
道
氏
、『
日
経
サ
イ
エ
ン

ス
』
書
評
）

　

本
書
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
Ｐ
Ｂ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
Ｔ
Ｖ
放
映
さ
れ
た
科
学
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
60
分
、
日

本
語
字
幕
）
付
。［
宇
宙
・
天
文
］

（
四
六
判
・
464
頁
・
三
九
九
〇
円
）

な
げ
る
仕
事
も
。
し
か
し
現
実
に

は
、
開
い
て
い
な
い
図
書
館
や
、

司
書
が
常
駐
し
て
い
な
い
図
書
館

も
あ
り
、「
学
校
司
書
」は
い
ま
だ

に
法
的
な
裏
付
け
さ
え
な
い
。

　
『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』の
長
期
連
載

を
一
冊
に
ま
と
め
る
。
高
校
図
書

館
の
現
状
、
抱
え
る
問
題
点
も
す

べ
て
わ
か
る
。
息
の
長
い
基
本
図

書
に
な
る
だ
ろ
う
。

［
図
書
館
論
］【
十
一
月
中
旬
刊
】

（
四
六
224
頁
・
予
価
二
三
一
〇
円
）     

本
書
は
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
時

期
に
フ
ラ
ン
ス
で
刊
行
、
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
崩
壊
後
、
そ
の
真
の
姿
の
全

体
を
鮮
や
か
な
筆
致
で
描
い
た
書

と
し
て
長
く
読
み
継
が
れ
て
い
る
。

ソ
連
に
生
ま
れ
育
ち
、
逮
捕
・
投

獄
・
亡
命
と
い
う
経
緯
を
へ
て
き

た
作
家
の
み
が
描
く
こ
と
の
で
き

る
リ
ア
ル
な
描
写
は
、
驚
き
の
連

続
で
あ
る
。
革
命
／
実
現
し
た
ユ

ー
ト
ピ
ア
／
レ
ー
ニ
ン
の
学
者
国

家
／
ス
タ
ー
リ
ン
の
教
会
国
家
／

新
し
い
人
間
／
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
的
日

と
団
塊
世
代
、
映
画
の
サ
ン
ト
ラ

コ
レ
ク
タ
ー
、
な
ど
な
ど
。
メ
モ

リ
ー
ス
ケ
ー
プ
と
い
う
有
効
な
概

念
を
駆
使
し
て
、
論
じ
、
語
る
。

   

綿
密
な
調
査
・
取
材
に
も
と
づ

い
た
、
音
楽
の
記
憶
と
個
人
史
を

め
ぐ
る
語
り
に
は
深
く
引
き
込
ま

れ
る
。
こ
ん
な
に
様
々
な
想
い
と

音
楽
体
験
が
あ
っ
た
の
だ
。

 ［
音
楽
・
社
会
学
］【
十
月
中
旬
刊
】

（
四
六
264
頁
・
予
価
三
三
六
〇
円
）

音
楽
と
記
憶
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

さ
ま
よ
う
魂
が
め
ぐ
り
あ
う
と
き

Ａ
・
シ
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー     

　
　
　
沼
野
充
義
訳

の
作
品
全
体
に
流
れ
る
精
神
の
有

り
様
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
絶
対
主
義
的
な

強
制
力
は
自
由
へ
の
足
枷
に
な
る

と
同
時
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

芸
術
成
立
、
自
由
探
求
の
条
件
に

も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
彼
は
し
み

も
個
性
も
な
い
理
想
美
に
反
し
て

醜
悪
や
グ
ロ
テ
ス
ク
な
も
の
に
も

美
を
見
出
し
て
い
る
。
現
代
有
数

の
歴
史
家
と
偉
大
な
劇
作
家
と
の

時
代
を
超
え
た
〈
文
化
と
主
体
〉

を
め
ぐ
る
対
話
。【
十
月
上
旬
刊
】

　
　
［
文
学
評
論
・
新
歴
史
主
義
］

（
四
六
306
頁
・
予
価
四
四
一
〇
円
）

 《
ゾ
ミ
ア　

 

脱
国
家
の
世
界
史

》

《
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
文
明
の
基
礎

》
　
〈「
今
晩
眠
れ
な
か
っ
た
ら
明
日

お
い
で
、
眠
れ
た
ら
せ
っ
か
く
の

眠
り
が
も
っ
た
い
な
い
か
ら
明
後

日
で
も
よ
い
け
れ
ど
」「
こ
れ
は
少

量
だ
か
ら
、
効
い
た
ら
君
の
病
気

は
軽
い
ん
だ
。
効
き
足
り
な
け
れ

ば
少
量
だ
か
ら
ま
だ
ま
だ
増
や
せ

る
。
他
に
似
た
働
き
の
薬
も
た
く

さ
ん
あ
る
」「
病
気
で
す
か
ら
治
療

し
ま
す
。
統
合
失
調
症
の
可
能
性

で
す
か
？　

そ
う
な
ら
な
い
よ
う

に
努
力
し
ま
す
」「
治
療
し
て
何
か

残
る
か
、
み
ま
す
」。
私
の
や
り
方

は
患
者
と
話
し
合
い
な
が
ら
共
同

の
実
験
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
や
り

方
で
す
。〉

　

一
九
六
六
年
に
精
神
科
医
と
な

っ
て
以
来
、
統
合
失
調
症
を
中
心

に
、
グ
ラ
フ
と
年
表
を
作
る
こ
と

の
効
用
、
絵
画
療
法
の
意
味
、
外

来
治
療
の
あ
り
方
な
ど
、
著
者
の

や
っ
て
き
た
こ
と
・
見
て
き
た
こ

と
・
考
え
た
こ
と
を
懇
切
に
し
る

し
、
さ
ら
に
日
本
を
軸
に
精
神
医

学
の
歴
史
を
追
跡
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
を
展
望
す
る
。
精
神
医
学

と
医
療
に
た
ず
さ
わ
る
す
べ
て
の

人
の
た
め
に
。　
　
［
精
神
医
学
］

（
四
六
判
・
328
頁
・
三
三
六
〇
円
）

▼
中
井
久
夫
・
既
刊
書
よ
り

『
徴
候
・
記
憶
・
外
傷
』（
三
九
九

〇
円
）『
最
終
講
義
―
―
分
裂
病

私
見
』（
二
一
〇
〇
円
）『
臨
床
瑣

談
』（
一
八
九
〇
円
）『
臨
床
瑣

談
・
続
』（
一
九
九
五
円
）『
西
欧

精
神
医
学
背
景
史
』（
二
三
一
〇

円
）『
サ
リ
ヴ
ァ
ン
、ア
メ
リ
カ
の

精
神
科
医
』（
三
一
五
〇
円
）

　
　　　     博士号のいらない宇宙探査
  　　　　　　         　    ティモシー・フェリス

          《スターゲイザー   アマチュア天体観測家が拓く宇宙》
　          　　　　     　  　　                         

桃井緑美子訳   渡部潤一監修
      　　    

早
期
母
子
関
係
論
の
先
駆
け

「
昭
和
」を
送
る

官
僚
ピ
ー
プ
ス
氏
の
生
活
と
意
見

ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動

認
識
問
題

エ
イ
ズ
の
起
源

ペ
パ
ン　

ア
フ
リ
カ
植
民
地
、
医
療
、
貧
困
、
そ
し

て
売
血
と
売
春
。
ウ
イ
ル
ス
誕
生
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
謎
を
解
く
決
定
版
。
山
本
太
郎
訳
　
四
二
〇
〇
円

〈
大
人
の
本
棚

〉

こ
わ
れ
が
め

〈
大
人
の
本
棚

〉

草
の
葉  

初
版

神
谷
美
恵
子
　
病
む
人
を
個
性
あ
る
一
人
の
人
間
と

し
て
見
る
。
エ
ッ
セ
イ
、
論
文
を
新
編
集
で
。
単
行

本
未
収
録
対
談
付
。
外
口
玉
子
解
説　

三
一
五
〇
円

亡
命
作
家
が
描
く
真
実ン

プ
レ
ク
ス
」に
見
出
し
た
。
し
か

し
ラ
ン
ク
は
一
九
二
四
年
に
発
表

し
た
本
書
で
、不
安
の
根
源
は「
出

生
時
の
外
傷
ま
で
遡
る
」
と
主
張

し
た
の
で
あ
る
。

　

正
統
的
精
神
分
析
の
歴
史
の
な

か
で
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

ラ
ン
ク
の
主
著
に
し
て
今
日
の
早

期
母
子
関
係
論
の
先
駆
け
と
も
い

え
る
重
要
古
典
が
、
い
ま
明
ら
か

に
な
る
。［
心
理
・
精
神
医
学
］

（
四
六
判
・
288
頁
・
四
二
〇
〇
円
）

ニ
ュ
ー
ヒ
ス
ト
リ
シ
ズ
ム
の
最
新
の
成
果

医
師
は
最
善
を
尽
く
し
て
い
る
か

医
療
現
場
の
常
識
を
変
え
た
11
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

常
／
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
的
言
語
／
民
族

問
題
の
全
８
章
。［
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
問

題
・
現
代
史
］【
十
一
月
上
旬
刊
】

（
四
六
432
頁
・
予
価
五
六
七
〇
円
）

人
間
的
な
歴
史
を
求
め
て

中
井
久
夫《
統
合
失
調
症
の
有
為
転
変

》

精
神
科
医
の
私
が
し
て
き
た
こ
と

Ｊ
・
ル
カ
ー
チ      

村
井
章
子
訳　

近
藤
和
彦
監
修《
歴
史
学
の
将
来

》

　

二
一
世
紀
の
今
日
、
歴
史
学
の
研

究
と
教
育
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
？　

答
え
は
本
書
に
あ
る
。

　

近
世
に
成
立
し
た
専
門
の
歴
史

学
は
、
学
科
・
教
科
と
し
て
、
出

版
の
一
分
野
と
し
て
、
大
衆
の
歴

史
ブ
ー
ム
に
も
乗
り
、
小
説
と
競

合
し
な
が
ら
拡
大
深
化
を
遂
げ
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
数
十
年
で

本
来
の
文
学
的
強
み
を
失
い
、
未

曾
有
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

歴
史
学
に
未
来
は
あ
る
の
か
。

　

カ
ー
『
歴
史
と
は
何
か
』
の
流

れ
を
汲
む
本
書
は
、
八
七
歳
の
著

者
が
全
身
全
霊
で
執
筆
し
た
歴
史

哲
学
に
し
て
、
教
養
人
の
面
目
躍

如
た
る
痛
快
エ
ッ
セ
イ
。［
歴
史

学
・
学
問
論
］【
十
一
月
上
旬
刊
】

（
四
六
192
頁
・
予
価
三
三
六
〇
円
）

《
出
生
外
傷

》

小
泉
恭
子

　

ニ
ュ
ー
ヒ
ス
ト
リ
シ
ズ
ム
の
騎

手
た
る
グ
リ
ー
ン
ブ
ラ
ッ
ト
に
よ

る
久
し
ぶ
り
の
本
格
的
論
考
。
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
関
す
る
彼
の
議

論
の
多
く
が
個
別
の
作
品
を
論
じ

て
い
た
の
に
対
し
て
、
本
書
は
彼

Ｓ
・
グ
リ
ー
ン
ブ
ラ
ッ
ト     

　
　
　
　
髙
田
茂
樹
訳

　

青
春
時
代
に
聴
い
た
音
楽
は
、

ど
の
よ
う
に
心
に
残
る
の
か
？　

音
楽
は
な
ぜ
「
あ
の
頃
」
を
思
い

出
さ
せ
る
の
か
？　

若
い
日
に
聴

い
た
音
楽
を
第
二
の
人
生
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
す
る
人
び
と
を
、
九
州

か
ら
東
北
ま
で
追
っ
た
。

　

う
た
ご
え
バ
ス
と
東
京
の
音
風

景
、
フ
ォ
ー
ク
酒
場
で
ギ
タ
ー
を

弾
く
オ
ジ
さ
ん
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
で
Ｄ
Ｊ
を
す
る
戦
前
生
ま
れ

成
田
康
子

《
メ
モ
リ
ー
ス
ケ
ー
プ

　
　
　
「
あ
の
頃
」を
呼
び
起
こ
す
音
楽

》
《
高
校
図
書
館  

司
書
の
現
場
か
ら

》

図
書
館
に
通
う
当
世
「
公
立
無
料

貸
本
屋
」
事
情

３

近
代
の
哲
学
と

科
学
に
お
け
る

映
像
の
歴
史
哲
学

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
新
理
論

概
念
と
法
の
再
考

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
デ
イ
ズ

日
系
ア
メ
リ
カ
人
強
制
収
容
の
記
憶

奇
跡 

―
ミ
ラ
ク
ル
―  

詩
集

死
後
に
生
き
る
者
た
ち

〈
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
終
焉
〉
前
後
の
ウ
ィ
ー
ン
展
望

食
べ
ら
れ
な
い
た
め
に

逃
げ
る
虫
、
だ
ま
す
虫
、
戦
う
虫

ミ
シ
ン
と
日
本
の
近
代

消
費
者
の
創
出

付
・
異
曲

〈
始
ま
り
の
本

〉

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
／
ア
ド
ル
ノ
往
復
書
簡  

上
・
下

〈
始
ま
り
の
本

〉

ケ
ア
へ
の
ま
な
ざ
し
　

《
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
自
由

》

Ｊ
・
Ｃ
・
ス
コ
ッ
ト      

佐
藤
仁
監
訳　

今
村
真
央
他
訳

Ａ
・
ア
ン
ニ
ョ
リ 『
知
の
広
場
ー

図
書
館
と
自
由
』
萱
野
有
美
訳

（
二
九
四
〇
円
）　

  

図
書
館
関
連
の
好
評
既
刊
書

宮
田
昇
『
図
書
館
に
通
う
ー
当

世
「
公
立
無
料
貸
本
屋
」
事
情
』

（
二
三
一
〇
円
・
本
面
下
に
広
告
）

辻
由
美 『
読
書
教
育
ー
フ
ラ
ン

ス
の
活
気
あ
る
現
場
か
ら
』（
二

五
二
〇
円
）　　
　
　
　
　
　

消
え
た
国  

追
わ
れ
た
人
々

東
プ
ロ
シ
ア
の
旅
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月
刊
雑
誌

《
み
す
ず

》最
近
号
よ
り

　

ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン
「
も
う
黙

っ
て
は
い
ら
れ
な
い
」
／
酒
井
啓

子
「
砂
漠
で
待
つ
バ
ラ
と
、
片
思

い
の
行
方
」
／
［
新
連
載
］
野
口

雅
弘
「
ボ
ン
便
り
」（
七
月
号
）。

パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ヒ
「
ハ
イ
デ
ガ

ー
と
ヤ
ス
パ
ー
ス
」
／
森
川
す
い

め
い
「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
住
む
と

い
う
こ
と
」
／
鈴
木
正
「『
日
本

哲
学
全
書
』
の
こ
と
」（
八
月
号
）。

宮
沢
昭
男
「
日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
に
お
け
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」
／

明
田
川
融
「
核
兵
器
と
「
国
民
の

特
殊
な
感
情
」」
／
酒
井
啓
子
「
ア

ラ
ブ
知
識
人
の
自
負
と
闇
」（
九
月

号
）。連
載
は
中
村
健
之
介
、
保
坂

和
志
、
原
武
史
、
小
沢
信
男
、
大

谷
卓
史
、
外
岡
秀
俊
、
池
内
紀
、

佐
々
木
幹
郎
、
上
村
忠
男
、
植
田

実
ほ
か　
　

 　

 

（
各
三
一
五
円
） 

   

一
九
六
九
年
、
ア
ポ
ロ
11
号 

月
面
着
陸
。「
同
時
通
訳
」
が

脚
光
を
浴
び
た
。
七
〇
年
、
大

阪
万
博
。
外
国
一
般
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
り
、
そ
の
風
は
小

学
生
に
も
吹
い
た
。
ぼ
く
は
六

年
生
、
に
わ
か
に
英
語
好
き
に

な
っ
た
。
同
世
代
の
人
に
は
わ

か
っ
て
も
ら
え
る
と
思
う
が
、

オ
ジ
サ
ン
的
イ
メ
ー
ジ
の
強
か

っ
た
同
時
通
訳
者
の
中
に
ひ
と

り
素
敵
な
大
学
生
く
ら
い
の
お

姉
さ
ん
が
い
て
、
彼
女
は
わ
れ

わ
れ
の
女
神
、
ア
イ
ド
ル
、
は

る
か
な
目
標
だ
っ
た
。
鳥
飼
玖

美
子
さ
ん
だ
。

宇
野
邦
一

　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
ど
う
語
ら
れ
、

記
憶
さ
れ
る
べ
き
か
？  

人
類
史
上

最
悪
の
こ
の
出
来
事
は
歴
史
学
、

文
学
、
哲
学
を
一
変
さ
せ
、
そ
の

衝
撃
は
今
な
お
続
く
。
生
き
残
っ

た
人
の
証
言
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を

題
材
に
し
た
小
説
、
歴
史
修
正
主

書評コラム

Ｒ
・
イ
ー
グ
ル
ス
ト
ン

田
尻
芳
樹
・
太
田
進
訳

「
戦
後
最
大
の
批
評
家
」を
再
考
す
る

Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト   

コ
ー

ン
／
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
編

義
。
そ
れ
ら
を
「
読
む
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
営
為
だ
ろ
う
か
。

　

レ
ー
ヴ
ィ
、
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
、
レ

ヴ
ィ
ナ
ス
、
デ
リ
ダ
、
ア
ガ
ン
ベ

ン
等
、
膨
大
な
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
表

象
を
網
羅
し
て
鮮
や
か
に
解
読
、

直
接
体
験
し
て
い
な
い
大
量
死
の

記
憶
を
い
か
に
継
承
す
る
か
を
問

う
。 

［
現
代
史
］【
十
月
中
旬
刊
】

（
四
六
592
頁
・
予
価
六
六
一
五
円
）

▼
イ
ー
グ
ル
ス
ト
ン
来
日
　
九
月

中
旬
、
東
大
駒
場
に
て
講
演
予
定
。  

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
デ
ジ
タ

ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速
な
普

及
に
よ
っ
て
、
文
化
は
未
曾
有
の

変
容
を
遂
げ
た
。
こ
れ
は
は
た
し

て
、
印
刷
術
の
発
明
に
匹
敵
す
る

よ
う
な
、
文
化
の
根
本
的
な
転
換

な
の
か
？　

そ
れ
と
も
、
こ
れ
ま

で
の
メ
デ
ィ
ア
史
の
延
長
線
上
に

あ
る
現
象
に
す
ぎ
な
い
の
か
？

　

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
理
論
家
・

批
評
家
で
あ
り
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
も
あ

る
マ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、「
ニ
ュ
ー

メ
デ
ィ
ア
」
を
19
世
紀
前
半
以
来

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
計
算
と
各
種
メ

デ
ィ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
二
つ

の
歴
史
が
収
斂
す
る
場
と
規
定
す

る
。
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
と
し
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
操
作
さ

れ
る
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
・
カ
ル
チ

ャ
ー
を
視
覚
文
化
の
歴
史
の
な
か

に
位
置
づ
け
、
映
画
理
論
、
芸
術

史
、
文
学
理
論
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
の
知
見
を
活
用
し
な

が
ら
詳
細
に
検
討
し
て
ゆ
く
。

　

ま
た
、
固
有
の
か
た
ち
を
も
た

な
い
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
旧
来
の

諸
メ
デ
ィ
ア
（
絵
画
、
写
真
、
映

画
な
ど
）
の
間
の
関
連
性
と
差
異

　

第
二
次
大
戦
前
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

に
三
百
万
人
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
、

今
で
は
一
万
人
も
い
な
い
。「
屋

根
の
上
の
バ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」
に

描
か
れ
た
東
欧
の
シ
ュ
テ
ッ
ト
ル

（
ユ
ダ
ヤ
人
集
落
）
は
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
。
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
町
ブ
ラ
ン
ス
ク
は
人
口
の

半
分
以
上
が
ユ
ダ
ヤ
人
だ
っ
た
が

全
員
去
っ
た
。

　

こ
の
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
若
い

世
代
の
郷
土
史
家
が
ヘ
ブ
ラ
イ
語

を
学
び
、
墓
碑
や
古
文
書
を
解
読

し
て
再
現
し
た
小
さ
な
町
の
歴
史

《
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と

            

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

》

  

「
逝
去
の
知
ら
せ
に
接
し
て
か
ら
、

し
き
り
に
考
え
つ
づ
け
て
い
る
。

休
火
山
の
よ
う
に
、
私
の
な
か
で

眠
り
に
つ
い
て
い
た
モ
チ
ー
フ
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
が
呼
び
覚

ま
さ
れ
、
も
う
一
度
新
た
に
吉
本

隆
明
を
読
む
時
間
が
始
ま
っ
た
」。

吉
本
隆
明
と
は
何
者
だ
っ
た
の
か
。

い
ま
も
な
お
受
け
と
る
べ
き
そ
の

問
い
と
モ
チ
ー
フ
は
何
か
。「
関
係

の
絶
対
性
」「
大
衆
の
原
像
」か
ら

「
自
己
表
出
」「
共
同
幻
想
」「
心
的

管啓次郎
鳥飼玖美子

《戦後史の中
の英語と私》

を読む

を
描
出
し
つ
つ
、
同
時
に
マ
ノ
ヴ

ィ
ッ
チ
が
着
目
す
る
の
は
、
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
が
い
ま
実
際
に
取
っ

て
い
る
姿
が
、
従
来
の
メ
デ
ィ
ア
、

と
り
わ
け
映
画
の
慣
習
に
多
く
を

負
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
映
画
、
ハ

リ
ウ
ッ
ド
映
画
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
や
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
に
至
る
ま

で
、
メ
デ
ィ
ア
史
に
お
け
る
重
要

な
作
品
や
ソ
フ
ト
を
例
示
し
な
が

ら
、
詳
細
に
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

の
言
語
」
の
構
造
を
分
析
す
る
本

書
は
、
そ
れ
ま
で
文
化
史
・
社
会

史
も
視
野
に
入
れ
た
包
括
的
な
分

析
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
デ
ジ
タ
ル

時
代
の
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
初

め
て
本
格
的
に
論
じ
た
分
野
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
。
研
究
者
の

み
な
ら
ず
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
電
子
書
籍
や
３
Ｄ
映

画
（
ゴ
ダ
ー
ル
は
新
作
を
３
Ｄ
で

撮
っ
て
い
る
！
）
に
関
心
を
寄
せ

る
人
た
ち
に
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
も

た
ら
す
だ
ろ
う
。

（
Ａ
５
判
・
488
頁
・
五
六
七
〇
円
）

　

み
ず
か
ら
を
「
自
覚
的
パ
ー
リ

ア
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
思
考
し
、
理
解
し
よ
う
と

し
た
二
十
世
紀
を
代
表
す
る
政
治

哲
学
者
の
、
ユ
ダ
ヤ
関
係
に
つ
い

て
書
か
れ
た
も
の
を
全
２
巻
で
集

成
。
１
巻
に
は
『
全
体
主
義
の
起

原
』
に
連
な
る
長
大
な
論
考
「
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
」
を
中
心
に
、
フ
ラ

ン
ス
で
の
収
容
所
生
活
時
代
の
文

章
、
一
九
四
一
年
ア
メ
リ
カ
亡
命

後
、『
ア
ウ
フ
バ
ウ
』
紙
に
書
き
連

ね
た
第
二
次
世
界
大
戦
や
パ
レ
ス

チ
ナ
問
題
に
つ
い
て
の
論
考
を
収

録
、
２
巻
に
は
「
パ
ー
リ
ア
と
し

て
の
ユ
ダ
ヤ
人
」「
シ
オ
ニ
ズ
ム
再

考
」な
ど
高
名
な
論
文
を
筆
頭
に
、

一
九
六
〇
年
代
前
半
、『
イ
ェ
ル

サ
レ
ム
の
ア
イ
ヒ
マ
ン
』
刊
行
後

の
大
バ
ッ
シ
ン
グ
の
さ
な
か
に
書

か
れ
た
「
Ｇ
・
シ
ョ
ー
レ
ム
へ
の

書
簡
」
ほ
か
ア
イ
ヒ
マ
ン
関
係
の

重
要
文
書
を
収
め
る
。［
思
想
史
］

　
　
　
　
　
　
　
【
九
月
下
旬
刊
】

（
Ａ
５
総
912
頁
・
各
六
七
二
〇
円
）

▼
本
面
下
に
既
刊
・
映
画
紹
介

と
、
十
三
歳
で
故
国
を
離
れ
移
民

と
し
て
英
語
圏
で
生
き
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
著
者
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン

ド
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
壮
烈
な
歴
史
。

二
つ
の
歴
史
が
綾
な
し
、
民
族
共

存
が
も
た
ら
す
可
能
性
と
葛
藤
、

記
憶
と
担
い
手
を
失
っ
た
歴
史
の

も
た
ら
す
悲
惨
を
描
く
。

　
『
記
憶
を
和
解
の
た
め
に
』
で

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
生
存
者
で
あ
る

両
親
の
下
に
育
つ
経
験
を
綴
っ
た

著
者
は
十
月
に
初
来
日
す
る
。【
十

一
月
中
旬
刊
】［
歴
史
・
現
代
思
想
］

（
四
六
336
頁
・
予
価
五
〇
四
〇
円
）

だ
ろ
う
。
今
ま
で
と
異
な
る
角
度

か
ら
の
情
報
が
あ
り
貴
重
で
あ
る
。

　

訳
者
解
説
は
東
京
裁
判
、
旧
ユ

ー
ゴ
戦
犯
裁
判
と
の
比
較
分
析
を

行
う
。
特
に
、
通
訳
が
審
理
に
与

え
る
影
響
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
な

ど
に
論
及
。
国
際
裁
判
に
お
け
る

通
訳
の
意
味
と
重
要
性
を
説
く
。

　
　
　
　
［
現
代
史
・
通
訳
翻
訳
］

　
　
　
　
　
　
　
【
十
月
下
旬
刊
】

（
四
六
280
頁
・
予
価
四
四
一
〇
円
）

没
後
10
年
―
―

エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド

二
〇
〇
三
年
九
月
二
六
日
、
帰
ら
ぬ
人

と
な
っ
た
サ
イ
ー
ド
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の

た
め
に「
虐
げ
ら
れ
た
民
が
達
成
す
る

か
も
し
れ
な
い
歴
史
的
な
勝
利
の
証

言
と
し
て
」
残
さ
れ
た
文
章
群
。
そ
し

て
、
刺
激
に
満
ち
た
音
楽
評
論
。
20
世

紀
を
代
表
す
る
思
想
家
の
仕
事
。

イェルサレムのアイヒマン
　   　――悪の陳腐さについての報告

3990 円

小
さ
な
町
か
ら
見
え
る
民
の
歴
史

   《
シ
ュ
テ
ッ
ト
ル

                

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
世
界

》

エ
ヴ
ァ
・
ホ
フ
マ
ン

 

小
原
雅
俊
訳

ア
イ
ヒ
マ
ン
に
い
た
る
道
程

《
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
／
ア
イ
ヒ 　

  

　
　

マ
ン
論
争  

ユ
ダ
ヤ
論
集 

１･

２
》

《
吉
本
隆
明  

煉
獄
の
作
法

》

初
の
同
時
通
訳
か
ら
見
る
現
代
史

《
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の

通
訳

》

Ｆ
・
ガ
イ
バ

武
田
珂
代
子
訳

　

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
通
訳
を
研

究
し
た
唯
一
の
本
。
同
時
通
訳
の

し
く
み
、
通
訳
者
の
履
歴
・
役
割
、

通
訳
史
に
お
け
る
意
義
を
精
確
に

解
く
。
現
代
史
と
通
訳
翻
訳
問
題

に
関
心
の
あ
る
読
者
を
引
き
込
む

現
象
」
を
経
て
母
型
論
、
ハ
イ
・

イ
メ
ー
ジ
論
へ
。「
戦
・
後
の
断
絶
」

を
真
摯
に
生
き
た
詩
人
批
評
家
の

軌
跡
を
た
ど
り
、
自
在
に
ジ
ャ
ン

ル
を
越
境
す
る
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ

群
を
あ
ざ
や
か
に
読
み
と
い
た
思

想
地
図
。               ［
現
代
思
想
］

（
四
六
判
・
272
頁
・
三
一
五
〇
円
）

　

本
書
は
鳥
飼
さ
ん
の
本
格

的
な
回
想
記
。
英
語
と
の
出

会
い
、
大
学
二
年
生
か
ら
始

め
た
通
訳
の
仕
事
、
大
学
で

の
英
語
教
育
へ
の
転
身
、
理

論
的
研
究
と
、
キ
ャ
リ
ア
の
全

体
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、
時

代
と
社
会
を
つ
ら
ぬ
く
大
き
な

力
を
彼
女
は
考
え
よ
う
と
す

る
。
自
分
の
人
生
の
流
れ
に
背

後
か
ら
作
用
し
た
も
の
は
何

か
。
か
つ
て
『
通
訳
者
と
戦
後

日
米
外
交
』
で
パ
イ
オ
ニ
ア
同

時
通
訳
者
五
名
を
論
じ
た
彼
女

は
、
先
輩
た
ち
に
行
っ
た
オ
ー

ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー（
口
述
史
）

的
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
自
分
自
身

に
対
し
て
試
み
た
の
だ
と
も
い

え
る
だ
ろ
う
。

　

赤
坂
檜
町
で
生
ま
れ
育
つ
。

小
学
校
低
学
年
の
こ
ろ
、
近
所

の
外
国
人
少
女
に
話
し
か
け
た

く
て
た
ま
ら
な
い
。
母
親
か
ら

言
い
方
を
教
わ
り
「
ワ
ッ
チ
ャ

ー
ネ
ー
ム
？
」「
ベ
ッ
キ
ー
」。

英
語
に
よ
る
初
め
て
の
や
り
と

り
だ
。
高
校
生
の
と
き
、
ア
メ

リ
カ
に
留
学
。
公
民
権
運
動
と

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
時
代
、
ケ
ネ

デ
ィ
大
統
領
暗
殺
に
も
ぶ
つ
か

る
。
大
学
に
入
学
し
、
や
が
て

同
時
通
訳
の
訓
練
を
受
け
は
じ

め
る
。
す
ぐ
に
国
際
会
議
を
経

験
、
テ
レ
ビ
番
組
の
準
レ
ギ
ュ

ラ
ー
。
ぼ
く
ら
が
記
憶
す
る
若

き
鳥
飼
さ
ん
の
活
躍
が
、
こ
う

し
て
は
じ
ま
っ
た
。

　

国
際
社
会
に
と
っ
て
英
語
と

は
何
か
。
日
本
語
で
暮
ら
す
わ

れ
わ
れ
に
英
語
は
何
を
教
え
る

の
か
。
二
言
語
間
の
往
還
運
動

に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
を
鍛
え
て

き
た
ト
ッ
プ
・
ア
ス
リ
ー
ト
の

よ
う
な
彼
女
が
、
滑
り
台
が
怖

く
て
滑
れ
な
い
、
走
れ
ば
い
つ

も
ビ
リ
の
子
だ
っ
た
と
こ
ろ
を

想
像
す
る
の
は
楽
し
い
。
で
も

い
つ
も
言
葉
に
こ
だ
わ
っ
て
生

き
て
き
た
。
そ
の
精
神
の
凜
と

し
た
強
さ
が
、
こ
の
本
か
ら
は

そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
て
く
る
。

（
す
が
・
け
い
じ
ろ
う　

詩
人
・

比
較
文
学
者
） 

＊
読
売
新
聞
６

月
24
日
掲
載
の
書
評
を
転
載
。

ど
う
語
ら
れ
、記
憶
さ
れ
る
べ
き
か

山
田
・
大
島
・
齋
藤
他
訳

エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド

対
話
は
続
く  

ホ
ミ
・
バ
ー
バ
他
編

                                                

四
五
一
五
円

マルガレーテ・フォン・トロッ
タ監督が 10 年の構想を経て
映画化。『ハンナ・アーレント』
10月26日（土）より岩波ホール
ほか、全国順次ロードショー！

全体主義の起原
１  反ユダヤ主義 　                      4725 円

      ２  帝国主義　３  全体主義　  各 5040 円

過去と未来の間
　　――政治思想への８試論　　　　5040 円

ラーエル・ファルンハーゲン
　　――ドイツ・ロマン派の
　　　　　あるユダヤ女性の伝記　　6300 円

アウグスティヌスの愛の概念
    《始まりの本》　   　            　           3150 円

 

故
国
喪
失
に
つ
い
て
の
省
察

                                    

〔
全
２
巻
〕

     

１ 

四
七
二
五
円
　
２ 

五
四
六
〇
円

バ
レ
ン
ボ
イ
ム
／
サ
イ
ー
ド

 

音
楽
と
社
会   

グ
ゼ
リ
ミ
ア
ン
編

二
九
四
〇
円

 

オ
ス
ロ
か
ら
イ
ラ
ク
へ

   

戦
争
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

                        2000-2003
   

四
七
二
五
円

サ
イ
ー
ド
音
楽
評
論

     

Ｄ
・
バ
レ
ン
ボ
イ
ム
序
文
〔
全
２
巻
〕

　
　
　
　
　         

　  

各
三
三
六
〇
円

遠
い
場
所
の
記
憶  

自
伝

                              
                                　

   

四
五
一
五
円

文
化
と
帝
国
主
義

                               

　 

〔
全
２
巻
〕

    

１ 

五
一
四
五
円
　
２ 

四
八
三
〇
円

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

                            
                                    

四
七
二
五
円暴力について――共和国の危機

    《みすずライブラリー》　   　　　　　　　　　　            　           
3150 円

『イェルサレムのアイヒマン』刊行から50年。いま、新たに読まれる

Ｅ・ヤング = ブルーエル　矢野久美子訳
なぜアーレントが重要なのか  

3990 円

デジタル・メディア論の金字塔
レフ・マノヴィッチ

　　　 《ニューメディアの言語
 

　                 
デジタル時代のアート、デザイン、映画》

　                                                      　　　　　　　　 
 堀 潤之訳
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み
す
ず
書
房

営
業
部
だ
よ
り

一  

『
辺
境
か
ら
眺
め
る
』
の
著
者

テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス=

鈴
木
氏
が

福
岡
ア
ジ
ア
文
化
賞
学
術
研
究
賞

を
受
賞
。
先
日
、
記
念
の
講
演
会

が
福
岡
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
『
す
ぎ
さ
れ
な
い
過
去
』『
わ
す

れ
が
た
い
光
景
』
な
ど
の
著
作
が

あ
る
井
出
孫
六
氏
が
、
長
野
県
下

の
文
化
、
社
会
、
教
育
な
ど
の
分

野
で
活
躍
す
る
個
人
・
団
体
に
贈

ら
れ
る
信
濃
毎
日
賞
を
受
賞
。
作

品
に
授
与
さ
れ
る
賞
も
同
時
に
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

一  

ペ
ー
タ
ー
・
ツ
ム
ト
ア
『
建
築

を
考
え
る
』
の
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

で
、
葛
西
薫
氏
が
本
年
度
Ａ
Ｄ
Ｃ

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｄ
Ｃ

賞
は
、
過
去
一
年
間
に
発
表
さ
れ

た
ポ
ス
タ
ー
、
新
聞
・
雑
誌
広
告
、

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
多
様

な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
選
定
さ
れ
る
最

高
峰
の
賞
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
同
時
に
、
東
京
Ｔ
Ｄ
Ｃ
賞
２
０

１
３
（
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
部
門
）

も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ツ
ム
ト
ア

『
建
築
を
考
え
る
　
特
装
版
』（
限

定
300
部
）
は
残
部
僅
少
で
す
。
ど

う
ぞ
お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

一 

エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ

ー
『
認
識
問
題
』
全
四
巻
五
冊
が

完
結
し
ま
し
た
。

一  

多
く
の
ご
要
望
を
い
た
だ
き
、

エ
ト
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
『
イ

デ
ー
ン
』
を
復
刊
、
全
三
巻
五
冊

が
揃
い
ま
し
た
。

　

石
垣
島
か
ら
沖
縄
本
島
ま
で
四

百
キ
ロ
、台
湾
ま
で
二
七
〇
キ
ロ
。

先
史
時
代
の
八
重
山
は
縄
文
・
弥

生
の
文
化
圏
の
外
、
人
々
は
ヤ
ド

カ
リ
の
穴
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う

神
話
を
も
つ
。
琉
球
王
府
、
中
国

の
冊
封
体
制
、
薩
摩
藩
、
幕
藩
体

制
と
、
八
重
山
は
何
重
も
支
配
を

生
き
、
明
治
の
琉
球
処
分
に
よ
り

近
代
日
本
の
一
部
と
な
っ
た
。

　

八
重
山
を
「
日
本
」
や
「
沖
縄
」

と
安
易
に
同
一
視
は
で
き
な
い
。

尖
閣
問
題
で
揺
れ
る
な
か
、
国
防

の
最
前
線
な
ど
に
さ
れ
て
は
た
ま

ら
な
い
。
八
重
山
に
は
八
重
山
の

視
座
が
あ
る
。

　

石
垣
島
に
生
れ
育
っ
た
著
者
が
、

▼
新
潟
で
渡
辺
隆
次
個
展
「
山
里

に
広
が
る
生
命
の
宇
宙
」（
10
月
10

日
～
11
月
４
日
・
角
田
山
妙
光
寺

客
殿
）
新
作
小
品
展
（
10
月
12
～

20
日
・
新
潟
絵
屋
／
10
月
22
～
30

日
・
北
書
店
）。
詳
細
は
小
社
Ｈ
Ｐ
。

学
に
と
っ
て
の
数
値
化
を
問
う
。

ロ
ー
カ
ル
な
知
識
を
越
え
る
標
準

化
の
意
味
。
専
門
家
の
判
断
が
不

信
の
目
に
晒
さ
れ
る
と
き
。
科
学

技
術
社
会
論
を
リ
ー
ド
す
る
訳
者

の
明
快
な
解
題
付
。［
科
学
論
・

科
学
史
・
統
計
］【
九
月
下
旬
刊
】

（
Ａ
５
判
・
400
頁
・
六
三
〇
〇
円
）

   「
自
然
界
の
音
楽
と
は
ど
ん
な
も

の
か
、
ク
ラ
ウ
ス
の
仕
事
が
教
え

て
く
れ
る
」（
ピ
ー
ト
・
シ
ー
ガ
ー
）

　

ク
ラ
ウ
ス
は
過
去
四
〇
年
の
あ

い
だ
世
界
中
の
自
然
環
境
を
訪
ね
、

刻
々
と
失
わ
れ
続
け
る
貴
重
な
自

然
の
音
を
録
音
保
存
し
て
き
た
。

本
書
で
は
、
生
き
物
と
自
然
環
境

が
生
み
だ
す
素
晴
ら
し
い
音
響
と

そ
の
意
味
を
、音
の
風
景
全
体（
サ

ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
）
に
注
目
す
る

独
自
の
手
法
で
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
彼
自
身
の
感
動
が
す
べ
て
の

ペ
ー
ジ
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
み
ず

み
ず
し
い
筆
致
に
、
本
を
開
い
た

瞬
間
か
ら
引
き
込
ま
れ
る
。

　

野
生
生
物
の
コ
ー
ラ
ス
は
実
は
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う
に
編
成
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
不
思
議

に
つ
い
て
も
著
者
は
生
態
学
的

「
ニ
ッ
チ
」
の
観
点
か
ら
考
察
。
人

間
の
音
楽
も
そ
う
し
た
野
生
の
音

響
編
成
と
の
関
係
性
の
中
で
進
化

し
た
と
い
う
、
人
類
学
的
に
も
興

味
深
い
仮
説
を
提
示
す
る
。

　

で
は
な
ぜ
、
人
間
の
音
楽
は
野

生
の
音
楽
か
ら
遠
く
離
れ
て
し
ま

っ
た
の
か
。
い
ま
や
人
間
の
つ
く

る
音
は
生
態
系
の
音
の
調
和
に
対

す
る
暴
力
と
な
り
は
て
た
。
自
然

の
音
楽
と
の
関
係
を
再
建
す
る
道

は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
終
章
の
冒

頭
、
ボ
サ
ノ
ヴ
ァ
の
創
始
者
ア
ン

ト
ニ
オ
・
カ
ル
ロ
ス
・
ジ
ョ
ビ
ン

が
、
自
身
を
育
て
た
熱
帯
の
森
の

見
る
影
も
な
い
現
状
を
嘆
き
な
が

ら
、
鳥
の
声
を
み
ご
と
に
声
帯
模

写
し
て
み
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
象

徴
的
だ
。
環
境
音
へ
の
私
た
ち
の

認
識
を
一
変
さ
せ
る
書
。
必
読
。

【
十
月
下
旬
刊
】［
環
境
・
生
態
学
］

（
四
六
336
頁
・
予
価
三
五
七
〇
円
）

　

二
〇
一
四
年
版
は
「
馬
の
い
る

風
景
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
来
年

の
干
支
は
馬
。
古
今
東
西
の
絵
画
、

写
真
、
民
芸
品
の
な
か
に
描
か
れ

た
馬
を
集
め
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

つ
づ
い
た
足
踏
み
状
態
の
気
分
か

ら
、
今
年
は
跳
躍
、
よ
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
に
、
と
い
う
想
い

も
込
め
ま
し
た
。
カ
レ
ン
ダ
ー
は

ハ
ガ
キ
大
、
ペ
ー
パ
ー
ケ
ー
ス
入
、

卓
上
用
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
一

部
六
〇
〇
円
（
税
込
）
と
送
料
八

〇
円
、
計
六
八
〇
円
分
の
切
手
を

同
封
の
う
え
、
み
す
ず
書
房
（
〒

113

―0033  

文
京
区
本
郷
５
―

32
―

21
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
複
数
の
ご
購
入
に
つ
い
て

は
営
業
部
（03-3814-0131

）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

書
店
店
頭
で
も
ご
注
文
い
た
だ
け

ま
す
。（
十
月
中
旬
発
売
予
定
）

みすず
カレンダー

2014

のお知らせ

山
と
関
わ
り
つ
づ
け
る
生
き
方

ヤ
マ
ト
中
心
史
観
の
外
で

な
ぜ「
数
字
は
正
し
い
」の
か

　

星
や
分
子
を
数
え
る
だ
け
で
な

く
、
社
会
の
事
象
が
ど
う
し
て
数

値
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
。
ギ
リ
ス
ピ
ー
と
ク
ー
ン
に
学

ん
だ
科
学
史
家
が
、
イ
ギ
リ
ス
の

保
険
数
理
士
、
フ
ラ
ン
ス
の
技
術

官
僚
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
技
術
団
の

例
に
即
し
徹
底
追
求
。
翻
っ
て
科

　

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
は
化
石
を
ど

の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て

き
た
か
。
古
生
物
学
者
と
し
て
の

みすず書房
近刊のお知らせ
11ｰ12 月の刊行書から

ヴェニスの商人の異人論　西尾哲夫
精神分析とは何か　
　松木邦裕・藤山直樹・細澤 仁
デモクラシーの生と死　上・下
　Ｊ．キーン　森本醇訳
意味としての心　北山 修
寝そべる建築　鈴木了二
精神療法家と読書　成田善弘
万物は流転する
　Ｖ．グロスマン　齋藤紘一訳
見知らぬ友人――経済の人類史　
   Ｐ．シーブライト　山形浩生訳
英語化する世界と世界化する英語
   Ｈ．ヒッチングズ　田中京子訳
ロックファミリーツリー
   Ｐ．フレイム　瀬川・新井訳

（http://www.msz.co.jp にもご案内 ）

本
土
中
心
の
歴
史
に
は
収
ま
ら
な

い
驚
き
の
時
空
世
界
を
独
創
的
発

想
と
島
伝
来
の
知
識
で
掘
り
起
こ

す
。　
　
　
［
歴
史
・
現
代
社
会
］

（
四
六
判
・
292
頁
・
三
七
八
〇
円
）

生態系が奏でる音楽
   
                                         　　　          

バーニー・クラウス

        
《野生のオーケストラが聴こえる

 
　　　　　 　　　　               

サウンドスケープ生態学と音楽の起源》
　                                                       　　　      

伊達 淳訳
　

大
田
静
男

大
人
の
本
棚

渡
辺
隆
次

《
山
里
に

　
　
　

 

描
き
暮
ら
す
》

　

八
ヶ
岳
山
麓
に
ア
ト
リ
エ
を
構

え
て
36
年
。『
き
の
こ
の
絵
本
』
な

ど
エ
ッ
セ
イ
で
も
人
気
の
絵
描
き

が
書
き
下
ろ
す
、
自
ら
の
来
し
方

行
く
末
。
八
王
子
で
の
空
襲
体
験

と
戦
後
、
美
術
界
で
無
所
属
の
誇

り（
と
苦
労
）、
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム

の
狂
乱
、
そ
し
て
変
わ
ら
ぬ（
変
わ

っ
た
？
）
自
然
の
美
し
さ
厳
し
さ
。

イ
ン
ド
ア
ラ
イ
フ
本
。［
エ
ッ
セ
イ
］

（
四
六
判
・
232
頁
・
二
九
四
〇
円
）

て
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
、
そ
し
て
陰

翳
に
富
ん
だ
文
章
か
ら
、
山
と
関

わ
り
つ
づ
け
る
生
き
方
の
典
型
を

こ
の
一
冊
に
刻
む
。【
十
月
上
旬
刊
】

（
四
六
328
頁
・
予
価
二
九
四
〇
円
）

高
桑
信
一《
山
と
渓
に
遊
ん
で

》

《
夕
ゆ
ー
ど
ぅ
り
ぃ
凪
の
島

　
　
　

八
重
山
歴
史
文
化
誌

》

   

登
山
界
に
沢
登
り
の
愉
し
さ
を

ひ
ろ
く
伝
え
、
ま
た
消
え
ゆ
く
古

道
や
山
里
の
暮
ら
し
を
追
っ
た
民

俗
紀
行
で
も
揺
る
ぎ
な
い
文
業
を

重
ね
て
き
た
著
者
の
半
生
記
。
団

塊
の
世
代
、
男
鹿
半
島
の
港
町
で

生
ま
れ
育
ち
、
秋
田
工
業
高
校
を

卒
業
後
就
職
し
て
埼
玉
へ
。
地
元

の
山
岳
会
で
出
会
っ
た
ア
ル
ピ
ニ

ズ
ム
。
一
ノ
倉
沢
で
仲
間
の
遭
難

死
。
自
ら
浦
和
浪
漫
山
岳
会
を
興

し
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
会
を
率
い

る
試
行
錯
誤
と
心
得
。
早
期
退
職

で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
辞
め
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
と
な
っ
て
取
材
に
ガ
イ
ド
に
山

野
を
駆
け
ま
わ
る
日
々
。
一
貫
し

《
数
値
と
客
観
性　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

 　
科
学
と
社
会
に
お
け
る
信
頼
の
獲
得

》

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
は
ど
う
理
解
し
て
き
た
か

蓄
積
、
時
代
背
景
、
宗
教
・
哲
学

の
領
域
ま
で
幅
広
い
視
野
を
持
つ

著
者
が
一
次
資
料
を
通
し
て
生
物

の
進
化
と
絶
滅
、
神
と
自
然
、
地

球
の
歴
史
、
人
類
の
誕
生
な
ど
の

解
釈
の
歴
史
を
描
く
。
一
九
七
二

年
の
初
版
以
来
読
み
継
が
れ
る
古

生
物
学
史
・
地
質
学
史
の
基
本
文

献
で
あ
り
科
学
史
の
面
白
さ
を
知

る
上
で
必
読
の
書
。
図
版
多
数
。

　
［
科
学
史
・
地
質
学
・
生
物
学
］

（
Ａ
５
判
・
384
頁
・
五
六
七
〇
円
）

Ｍ
・
Ｊ
・
Ｓ
・
ラ
ド
ウ
ィ
ッ
ク

　
　

  

菅
谷
暁
・
風
間
敏
訳《
化
石
の
意
味 　
　
　
　

　
　

 　

   

古
生
物
学
史
挿
話

》

みすず書房・最近の重版より
「昭和」を送る
　中井久夫　　　　　　　　　　　　　  　￥3150
消えた国  追われた人々――東プロシアの旅
　池内 紀　　　　　　　　　　　　　  　   ￥2940
四つの小さなパン切れ　
　Ｍ．オランデール = ラフォン  高橋啓訳  ￥2940
図書館に通う――当世「公立無料貸本屋」事情
    宮田 昇                                                      ￥2310
白い人びと――ほか短篇とエッセー《大人の本棚》

Ｆ．バーネット　中村妙子訳  　　          ￥2940
ロールシャッハテストの体験的基礎
　Ｅ．G．シャハテル  空井健三・上芝功博訳  ￥7140
フェミニズムの政治学―ケアの倫理をグローバル社会へ
      岡野八代　　　　　　　　　               　 ￥4410
他者の苦しみへの責任
   クラインマン他 坂川雅子訳 池澤夏樹解説 ￥3570
エイズの起源

Ｊ．ペパン　山本太郎訳  　　          　　   ￥4200
建築を考える

Ｐ．ツムトア　鈴木仁子訳  　　          　　 ￥3360

　
『
野
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

聴
こ
え
る
』
は
、
著
者
の
語
る

自
然
の
音
風
景
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
聴
く
こ

と
が
で
き
る
仕
様
に
な
っ

て
い
ま
す
。
書
籍
中
の
案

内
に
従
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

っ
て
全
部
で
65
の
素
晴
ら

し
い
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
ご

堪
能
い
た
だ
け
ま
す
。
書
籍
と

音
声
を
組
み
合
わ
せ
る
新
た
な

試
み
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■
音
風
景
の
例

氷
河
が
移
動
す
る
音
／
多

雨
林
の
夜
明
け
の
コ
ー
ラ

ス
／
健
全
な
サ
ン
ゴ
礁
と

ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
サ
ン

ゴ
礁
／
環
境
音
と
調
和
す

る
バ
ヤ
カ
族
の
歌
唱
／
ス

キ
ア
シ
ガ
エ
ル
の
コ
ー
ラ
ス
を

軍
用
機
が
抑
圧
す
る
／ 

他

自然の音風景を
インターネットで

バーニー・クラウス

Ｔ
・
Ｍ
・
ポ
ー
タ
ー

　
　

  

藤
垣
裕
子


